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第16回地域人権問題全国研究集会

11月6~7日（岡山市内） 講演 中野晃ー氏（上智大）

4月7日緊急事態宣言発令、

検査消治療、
の充実を

1都6府県に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
2
月
27日

タ
、
安
倍
晋
三
首
相
が
店
突

に
発
表
し
た
全
国
小
中
高
校

•
特
別
支
援
学
校
の
一
律
休

校
に
、
北
九
州
市
子
ど
も
家

庭
同
と
市
教
育
委
〖
（
会
は

「
3
月
2
日
以
降
」
対
策

に
、
週
末
休
暇
を
返
上
し
て

対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

警
羞
措
箆
器
山
が
1
0
0

人
を
超
え
る
小
倉
南
区
の
広

徳
学
iill
保
育
ク
ラ
プ
（
植
山

光
朗
迎
営
委
口
長
）
は

29日

夜
、
急
き
ょ
、
迎
営
委
口
会
を

開
き
、
父
母
会
と
支
袈
口
ら

と
対
策
を
協
議
。
同
ク
ラ
プ

で
は
容
休
み
の
支
援
口
配
巫
iLL

就
職
迫
（
働
く
ル
ー
ル
を

確
立
し
、
就
職
保
陪
と
人
権

を
守
る
岡
山
連
絡
会
）
は
3

月
19
日
、
県
労
政
課
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ

る
新
卒
者
就

職
内
定
取
り

消
し
問
四
」

に
関
す
る
要

茄
F
]
を
捉
出

し
ま
し
た
。

労
政
課
長

は
、
課
図
を

叩
く
受
け
止

め
て
い
て
労

広徳学笠保杏クラブ

鋤
局
と
迫
携
し
て
取
り
組
み

た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

続
い
て
労
働
局
職
業
安
定

課
長
は
、
臣
生
労
鋤
省
が
3

月
6
日
段
階
に
経
済
4
団
体

に
あ
て
て
内
定
取
り
消
し
な

ど
惹
起
さ
せ
な
い
よ
う
に
要

叩
し
た
こ
と
、
岡
山
菜
労
働

局
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の

窓
口
で
相
談
で
き
る
体
制
を

と
り
、
い
ち
早
く
仰
報
を
符

る
中
で
個
別
企
業
の
内
定
取

り
消
し
の
勁
き
を
つ
か
め

ぱ
、
直
ち
に
介
入
・
要
叩
し

な
ど
の
迎
営
体
制
は
準
備
し

て
い
ま
し
た
が
、

3
月
2
日

か
ら

19
日
ま
で
は
白
紙
状

態
。
急
き
ょ
、
あ
ら
た
な
補
助

支
援
門
（
を
準
備
す
る
時
間
も

余
裕
も
な
い
こ
と
か
ら
、
小
学

新
型
肺
炎
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

内
定
取
り
消
し
で
要
望
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部
落
問
題
研
究
所
理
事
長

休
業
補
償
6
月
末
ま
で
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
厄
生
労
働
省
は

3

月
31日
、
臨
時
休
校
な
ど
の
影
密

で
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
待
な
い
保

迩
者
へ
の
休
業
補
広
に
つ
い
て
、

3
月
31日
ま
で
と
し
て
い
た
期
限

を
6
月
30日
ま
で
延
長
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

4
月
以
降
も
休
校

す
る
学
校
が
あ
る
と
見
込
ん
だ
も

の
で
す
。

政
府
は
、
休
校
な
ど
で
子
ど
も

の
世
話
を
す
る
必
要
が
あ
る
従
業

口
に
特
別
な
有
給
休
暇
を
取
徊
さ

せ
た
企
業
に
対
し
、
日
額
8
3
3

0
円
を
上
限
に
助
成
金
を
支
給
。
個

函
」
は
社
会
固
四
で
し
ょ
う

か。
「
部
落
民
問
の
結
婚
」
が

圧
倒
的
で
あ
っ
た
当
時
に

g

崎
藤
村
が
「
結
婚
の
問
起
が

一
番
の
難
肉
と
し
て
辺
後
ま

で
残
る
だ
ろ
う
と
思
う
」

(
1
9
2
3年
）
、
と
心
配

し
た
結
婚
問
題
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
戦
後
の
羹
本
的

人
権
、
男
女
同
権
窯
識
の
成

長
に
あ
わ
せ
て
、
「
夫
婦
と

も
同
和
地
区
」
夫
婦
は
年
々

減
少
し
、
反
比
例
し
て
「
一

方
が
同
和
地
区
」
夫
知
が
培

加
し
て
い
る
こ
と
、
若
い
世

代
ほ
ど
「
同
和
地
区
出
身
で

な
い
」
配
偶
者
と
の
結
婚
が

切
加
し
て
い
る
こ
と
、
結
婚

相
手
の
経
済
力
に
腐
心
は
あ

ていくようにしている、

と回答しました。取り消

しがされる前に動くこと

が大切だとの認識を示し

ました。

就職迎側からは、内定

者など働き手のみなさん

にそういう慨報が伝わる

ことが喫緊に求められて

いる、「沈聘ムード」で

押し流されてしまわずこ

ういう時こそ労働者の人

権を大切にしていく行政

姿勢を示してほしい、取

り消しが起きないために

企業に対して国として、

内定者に補四できる条件

整備をしてほしい、など玉こ―-｝-l-l-l_-l-＿-＝-＝＝-＝＝-＝-=＿=＝＝＝-1-I-＿＿＿-――

全水100周年を迎え、考えること①を要諮しました。

11-J‘進化する人権闘争

口
泥縄式のコロナウイルス対策、五輪＿年延期も[(-＿亡に＼ご

-「部落」として軽蔑さらわわ首相の政治判断に大
[れ差別されてきた人々が

校に全面的なサポートを[「人間権の奪迄」を求め

依頼することにしました。一自らの力で組織を作り集

全国一律学校休校がス[団迎勁を開始したときヽ

タートした3月2日、迎[「部落問淫」はいつきに

営委只長や主任摺迎口が〗社会問函となりました。8時前から、学校校門や〗社会問国とは政治・経済学蛮クラプ前i体制の諸矛店が社会に現

で不安を抱え一れたものであり、その解

て登校してき[決を通して社会変革への

た約60人の子[自在記寇迫行きを予示す

どもたちを教[るものですo大正デモク

室へ誘甜する〗ラシーの中で生まれたこなどして、混[の迎勁ほすぐにつづv
乱を汲小限に一15年戦争期に後追し、敗

抑えました[戦後の新菜法の時代に再

が、問起は続11生し引き継がれ発展して

いています。皿きました。戦後75年を経

て、今もなお「部落問

名称 対象 金額

有給休暇を取得した保恕
小学校休菜等 労働者を洒用する 者に支払った四金額のう
対応助成金 工菜主 ち、 1人 1日あたり8330

円（上限）

小学校休業 委託を受け個人で働く
1日あたり1100円（定額）

対応支援金 フリーランス

緊念小口白金 緊急かつ一時的な団し
個人工業主等の均合、 20

（休業者向け） 付けを必要とする世帯
万円以内。その他の場合、
10万円以内

総合支援交金 生活に困窮し、日常生
2人以上の場合、月20万

（失業呑向け） 活の維持が困難な世帯
円以内。単身の場合は月
15万円以内

母子父子百婦 ひとり親家庭の親とな 月額10万5千円（団し｛寸
福祉白金貸付金 って7年未満の老 け限度額）

っ
て
も
同
和
地
区
か
ど
う
か

を

「気
に
し
な
い
」
こ
と
、

な
ど
が

20年
も
前
の
政
府
や

各
地
調
査
報
告
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
趨
勢

が
今
日
に
つ
づ
い
て
い
る
こ

と
は
誰
も
否
定
し
な
い
で
し

ょ
う
。
部
落
差
別
は
今
日
の

社
会
問
函
と
は
い
え
ま
せ

ん。
結
婚
や
女
性
に
醐
わ
る
今

日
の
問
国
は
、
家
庭
内
邸
力

・
セ
ク
ハ
ラ
・
性
蕊
力
の
根

絶
、
夫
如
別
姓
の
実
現
、
性

的
少
数
者
の
人
権
保
応
、
女

性
の
性
と
生
殖
の
権
利
保

応
、
な
ど
で
あ
り
、
広
い
支

持
を
匂
て
社
会
迎
勁
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性

を
は
じ
め
子
ど
も
・
節
害
者

尾
川

昌
法

厚
労
省
、
休
校
の
保
誤
者

人
で
業
務
委
託
を
受
け
て
働
い
て

い
る
人
に
は
国
か
ら
日
額

4
1
0

0
円
を
補
四
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

屈
用
労
働
者
の
均
合
は
会
社
が

申
し
込
み
ま
す
。
厄
労
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
E
]
類
を
入
手
し
、
業

務
委
託
先
の
学
校
等
休
業
助
成
金

・
支
扱
金
受
付
セ
ン
タ
ー
に
申
叩

F
]
を
送
る
も
の
で
す
。

飲
食
店
を
は
じ
め
宿
泊
観
光
関

迫
企
業
や
個
人
事
業
主
、
病
院
や

施
設
な
ど
か
ら
も
胆
失
補
坦
を
求

め
る
声
は
強
く
、
消
四
税
の
抜
本

見
直
し
も
生
活
と
経
済
の
安
定
の

た
め
に
不
可
欠
で
す
。

・
外
国
人
労
働
者
・
先
住
民

族
ら
弱
い
立
均
の
人
々
の
人

権
を
保
応
す
る
国
際
的
規
範

が
発
展
し
て
い
る
世
界
の
碍

勢
が
背
翠
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
今
日
の
社
会
問
題
が
あ

り
ま
す
。
新
し
い
社
会
的
矛

固
の
表
出
で
あ
り
、
新
し
い

社
会
発
展
の
方
向
を
予
示
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
お
、

部
落
差
別
の
広
が
り
を
主
弼

す
る
者
が
お
り
、

2
0
0
2

年
に
同
和
特
別
措
四
法
の
終

了
が
声
明
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず

「部
落
差
別
解
消
推

進
法
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

部
落
差
別
に
利
益
を
知
る

者
、
現
実
を
見
よ
う
と
し
な

い
者
の
社
会
的
彩
密
力
が
大

き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

1
0
0年
の
歴
史
は
、
人
権

と
民
主
主
義
の
発
展
に
反
対

す
る
こ
の
勢
力
と
の
涸
い
の

胚
史
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
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